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（論文内容の要旨） 

 

 レオニード・クロイツァーLeonid Kreutzer （ 1884-1953）は、昭和６年に初来日し、その後昭

和10年から28年という長期に渡って日本に留まり、音楽活動を展開した音楽家である。その活動

は、ピアニストや指揮者としての演奏活動だけでなく、教育活動や執筆活動など多岐に渡ってい

た。昭和に入り、飛躍的な発展を遂げようと動き始めた日本の音楽界において、クロイツァーの

これらの活動が与えた影響は計り知れない。これまでも、エッセイ等でその教えや影響について

語られることはあったが、具体的な解明はなされていない。本論では、特にピアノの教育活動に

焦点をあて、クロイツァーが教育の場で何を伝えようとしたのか、そして、弟子たちは何を学び

取り、受け継いだのかを明らかにしようと試みた。 

 第１章では、日本におけるクロイツァーの音楽活動について概観した。昭和初期の日本では、

クロイツァーを尊敬と憧れの念を持って迎えていた人々がいた一方で、長年の滞在の間に、受け

入れられない面を指摘する人々も現れるようになる。ここで批判されるような極端に強調された

表現やアゴーギクの強調は、クロイツァーが行った校訂楽譜の上にも特徴ある記譜法として描か

れている。 

 第２章では、演奏家クロイツァーの音楽観について考察を行った。クロイツァーが演奏に際し

て重要だと述べられる直観と思索は、続く第３章で述べられるピアノ奏法を身につけることで、

さらに高められるものとして述べられている。その、第３章で述べられるピアノ奏法は、クロイ

ツァーが教えるべきこととして位置づけている内容であった。 

 第４章では、実際のレッスンを通して第３章で述べられたような内容がどのように弟子に受け

継がれていったのかについて検討した。クロイツァーの教授法は、言葉の壁もあり、必ずしもよ

いものであったとは言えないが、演奏によって示されることにより、弟子たちの耳を育てること 



 

- 2 - 

 

につながり、それぞれの理解の仕方で学ばれたと考えられる。 

 本論を通して明らかになったクロイツァーの教育と弟子たちに受け継がれたものは以下のよう

に述べることができる。 

１ 教えるべきこととして位置づけられているクロイツァーのピアノ奏法は、演奏に最も重要と

考えられている直観と思索の土台となる部分であると考えられる。そして、その土台を教える

ことによって、クロイツァーが育てようとしたのは、表現の個性と自由性であったと思われる。

これらは、土台となるものを学び、経験を積み、修練を重ねることを通して、直観を高め、思

索を深めるという過程の中から自然と生まれてくるものと位置づけられている。つまり、土台

となる部分を学ばなければ獲得することにできないものなのである。 

２ 弟子は、クロイツァーの演奏によって示された様々な「表現の方法」を学び取っていたと考

えられる。クロイツァーが伝えたものでも、内容によっては受け継がれたものと受け継がれな

かったものに分かれるが、受け継がれたものは、一人ひとりの弟子の中で消化され、それぞれ

の理解として受け取られた内容であったと考えられる。 

 そして、このようなクロイツァーのレッスンを通して、弟子は自分自身の音楽の学び方を見出

したのだと言えるだろう。それは、将来に渡って音楽と関わっていく際の基盤となる部分であり、

個性とも結びついていく部分である。 

 

 本論ではクロイツァーのこのような教育が果たした歴史的な意義を述べるにはいたっていない。 

この点については今後の検討課題とする。 


